
ぞうのホートン たまごをかえす  
ドクター＝スース さく・え  

 しらき しげる やく （偕成社） 

ぞうのホートンは、なまけどりのメイジーに

頼まれ、ほんの少しの間、卵を抱くことになり

ました。ホートンは、巣のある木が倒れないよ

うにつっかい棒をすると、そろりそろりと木に

登り、卵の上に腰をおろしました。ところが、

一晩たってもメイジーは帰ってきません。ホー

トンは、嵐の日も雪の日も卵を抱き続けました。

猟師に見つかっても動くことができず、ホート

ンは木にのったまま生けどりにされました。サ

ーカスに売られ、町から町へ。見世物にされて

も守り続けた卵から 357 日目に出てきた鳥に

は、耳としっぽがあって、ホートンにそっくり

の鼻をしていました。 

自分の身になにが起ころうと、約束を守るお

人よしのホートン。展開の速いお話は動物たち

の愉快な表情でより生き生きとしています。 

読んでもらえば４歳くらいから楽しめます。 

（竹内） 

氷の花たば  

アリソン・アトリー 作  

 石井 桃子・中川 李枝子 訳  

（岩波書店） 

チェリーは、木こりの子には似合わず、優美

できれいな娘でした。裁縫が得意で、町の  

ご婦人がたから注文をもらい、仕立物をしあげ

ます。 

ある晩、仕事を終えて炉の火を見つめている

と、炎の中から金色のクマが現れました。クマ

は、城跡に生えるイラクサで上着を縫ってほし

いとチェリーに頼みました。イラクサを縫い合

わせて作った上着は、クマにかけられた魔法を

とく鍵だったのです…。（「木こりの娘」） 

吹雪の夜、道を教えてくれた不思議な男に 

娘をやることになってしまった父親の話（「氷

の花たば」）、貧しいおばあさんのところへ  

やってきた少年の話（「麦の子ジョン・バーリ

コン」）など６篇。どれも自然の不思議や豊か

さを感じさせるお話です。９～10 歳くらい 

から。              （池田） 
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。  子どもの本だな 99 

＜お知らせ＞ 

毎週土曜日に 

「おはなしの時間」 

を開いています。 

・4歳～小学 2年生  

11：00～11：30 

・小学 3年生～中学３年生 

11：30～12：00 

2月のおはなしは、 

「まめこじぞう」「雌牛のブ

ーコラ」「岩じいさん」などを

予定しています。詳しくは、

プログラムをご覧ください。 
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昨
年
末
か
ら
、
館
報
の
「
図
書
館
の
本
棚
」
で
紹

介
し
た
一
般
書
を
集
め
、
館
内
で
展
示
を
し
て
い
る
。

１
月
末
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
、
手
に
取
ら
れ
る
方

が
多
く
、
場
所
を
変
え
て
も
う
し
ば
ら
く
続
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

私
が
数
年
前
に
紹
介
し
た
本
『
パ
リ
の
国
連
で
夢

を
食
う
。』（
川
内
有
緒 

著
）
を
た
ま
た
ま
手
に
し
た

利
用
者
が
「
面
白
か
っ
た
か
ら
同
じ
作
者
の
他
の
本

が
読
み
た
い
。」
と
言
っ
て
何
冊
か
借
り
て
い
か
れ
た

こ
と
を
職
員
の
１
人
が
教
え
て
く
れ
た
。「
前
に
紹
介

し
て
く
れ
た
『
漂
流
の
島
』（
高
橋
大
輔 

著
）、
久
々

に
見
か
け
た
ら
ま
た
読
み
た
く
な
っ
た
よ
。」
と
利
用

者
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

こ
ん
な
声
を
聞
く
と
、
自
分
が
紹
介
し
た
本
を
利
用

者
が
読
み
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
素
直
に

嬉
し
く
、
少
し
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。
も
う

す
ぐ
、
本
棚
の
担
当
月
が
や
っ
て
来
る
。
次
は
ど
ん

な
本
に
し
よ
う
か
。
ま
た
誰
か
の
手
に
渡
り
、
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。 

２
月
か
ら
図
書
館
で
は
、
22
〜
26
日
に
斑
鳩
寺

で
行
わ
れ
る
、
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ 

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
「
斑
鳩
民
謡
画
祭
」
に
合
わ
せ
て
、
ス
ズ
キ
コ

ー
ジ
さ
ん
の
絵
本
や
画
集
を
特
設
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
池
之
上
） 
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経
済
学
の
父
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
「
我
々
が
食
事
を
手
に
入
れ

ら
れ
る
の
は
肉
屋
や
酒
屋
や
パ
ン
屋
の
善
意
の
お
か
げ
で
は
な
く
、

彼
ら
が
自
分
の
利
益
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
利
益
の
追

求
・
利
己
心
が
、
経
済
・
市
場(

し
じ
ょ
う)

を
動
か
す
と
定
義
し
た
。

確
か
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕
食
は
肉
屋
や
パ
ン
屋
の
利
益
に
な
っ

た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
ス
テ
ー
キ
は
だ
れ
が
焼
い
た
の
か
？
そ
れ
は
、

息
子
の
世
話
を
し
続
け
た
母
だ
っ
た
。
彼
が
『
国
富
論
』
を
執
筆
す

る
た
め
の
身
の
回
り
の
世
話
は
す
べ
て
経
済
か
ら
無
視
さ
れ
た
。
無

視
さ
れ
た
役
割
は
往
々
に
し
て
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
た
。
子
育
て
や

掃
除
・
洗
濯
と
い
っ
た
家
族
の
た
め
の
仕
事
は
目
に
見
え
る
財
を
生

ま
な
い
と
さ
れ
、
女
性
の
献
身
は
経
済
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
お
金
の

世
界
と
思
い
や
り
の
世
界
は
切
り
離
さ
れ
、
お
金
の
世
界
は
思
い
や

り
や
共
感
や
ケ
ア
の
概
念
を
失
っ
た
。
こ
う
し
て
ケ
ア
労
働
は
、
家

庭
を
離
れ
て
病
院
や
保
育
園
、
介
護
施
設
に
移
っ
て
か
ら
も
経
済
的

に
低
く
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
。 

一
方
、
お
金
の
世
界
で
生
き
抜
く
た
め
に
、
今
あ
る
も
の
に
満
足

せ
ず
さ
ら
に
上
を
め
ざ
す
「
経
済
人
」
と
い
う
新
た
な
人
間
像
が
生

ま
れ
、
経
済
学
は
現
代
社
会
を
統
べ
る
〝
宗
教
〟
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
以
降
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
の
新

自
由
主
義
は
、
政
府
の
役
割
を
紙
幣
発
行
・
軍
事
・
司
法
の
領
域
に

限
定
し
、
市
場
を
拡
大
し
て
大
地
や
水
・
空
気
、
ケ
ア
、
教
育
ま
で

売
買
の
対
象
と
し
た
た
め
に
、
超
格
差
社
会
を
生
じ
さ
せ
た
。
１
０

０
０
人
の
超
富
裕
層
資
産
が
25
億
人
の
低
所
得
者
の
総
資
産
よ
り

多
い
の
は
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。 

著
者
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
経
済
シ
ス
テ
ム
や
経
済
学
理

論
が
、
い
か
に
男
性
中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が

私
た
ち
の
価
値
観
を
作
り
日
常
を
支
配
す
る
か
を
述
べ
る
。
ユ
ー
モ

ア
と
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
口
調
で
核
心
を
つ
き
な
が
ら
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
世
界
の
見
方
に
新
し
い
視
点
を
も
た
ら
す
。 

（
大
西
） 
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3月の開館日

×印は休館日 

2/14､2/24､3/23 は祝日 

の振替 

2/28､3/31 は館内整理日 

※閉館時は返却ポストへ 
返却してください。 

開館時間は 10:00～18:00 

金曜日は 20:00 まで開館 


